
灯火親しむ候

校長 原 政幸

晴れ渡る秋空に金木犀の花の香りが流れる校庭で、子ども達は、日々、10月 21日（土）
開催の運動会に向けて、一生懸命練習しています。

厳しい残暑に見舞われた 9 月でしたが、朝夕を中心にやっと、秋らしさを感じるよう
になりました。日暮れの時刻も大分、早くなり秋の夜長を迎えています。先日、家の本

棚にあった「教科書名短篇－少年時代」という本を読みました。この本には、ヘッセ、

永井龍男、井上靖、魯迅まで、少年期の多感な時期の苦く切ない記録や淡い恋情を描い

た 12の佳篇が収められています。数十年前に中学校の教室で読んだ時の思いがよみがえ
りました。また、当時は気づかなかったことに気づいたりして、時間を忘れて読んでい

ました。名短篇のよさと作家の文章の力に改めて感動しました。

ふと、今年の課題図書はどんな内容なのか気になり、低、中、高学年の課題図書を何

冊か読んでみました。高学年の部の「ふたりのえびす」は東北の郷土芸能、八戸えんぶ

りで「えびす舞」を踊ることになった太一と優希のお話です。キャラに縛られる太一と

キャラから抜け出た優希が「えびす舞」を成功させるべく様々な人々との交流を通して

成長していくお話です。中学年の部の「ライスボールとみそ蔵」を読んでみました。古

い味噌蔵で作る味噌を売る「塩屋」の子どもであるジュンが主人公です。味噌に関心が

薄いジュンですが、ロンドンからの転校生、ユキに味噌蔵を見せることから物語は大き

く展開していきます。低学年の部の「それで、いい！」は絵を描くことが大好きなきつ

ねですが、森の仲間からは、絵がださいとか色がきちんと塗れてないなどと言われてし

まいます。みんながおどろくようなすごい絵を描こうと意気込むきつねですが、なかな

か上手くいきません。さいごに、きつねが友達のうさぎと見つけたすごいものとは？

いずれの作品も話の展開が魅力的で次々に頁を繰りたくなるものでした。作品のテー

マが、伝統文化であったり、多様性であったり、個性の伸長であったりと様々ですが、

流石は課題図書で、どれもたいへんよい作品です。高根小の図書室には課題図書をはじ

めとして、子ども達が未だ出会っていない様々な種類の本があります。是非多くの本を

手にとってほしいものです。

「灯火親しむ候」の 10 月を迎えました。「秋の夜は涼しさが気持ちよく、あかり（灯
火）で読書をするにはもってこい」という意味です。子ども達がこの秋、たくさんの楽

しい本と出会い、本の世界の楽しさに触れることができることを願っています。

かにた 高根小学校だより第７号 令和 5 年 10 月 2 日

「学校教育目標」かしこく（知）・なかよく（徳）・たくましく（体）

児童数 男子 83 名 女子 84 名 計 167 名



令和5年度 運動会
本年度の運動会は、令和 5年 10月 21日（土）に実施する予定です。
来年度から高根小・中学校が統合され義務教育学校となるため、高根小学校単独

で行う最後の運動会になります。

運動会に向けて、子ども達は、日々様々な活動、練習に取り組んでいます。開会

式で歌う「ゴーゴーゴー」の歌声が元気に聞こえてきます。この運動会が子ども達

の体力の向上及び心身の健康の保持増進を図るものになってほしいです。また、仲

間と目標に向かって力を合わせることによって仲間意識が高まることを期待します。

そして、何より全校児童が集い、高根小としての一体感を高める行事として成功す

ることを祈っています。

保護者や地域の皆さまには、がんばる高根小の子ども達を支援していただき、当

日はあつい応援をいただけると嬉しいです。

改修工事が進んでいます
今年の夏休みを中心に義務教育学校開校 来年度の 4 月から後期課程の生徒と先生方

に向けての高根小学校改修工事が行われて を迎え、高根小中学校として開校する日

います。義務教育学校の後期課程（中学校 が楽しみです。

課程）の生徒たちを受け入れるべく、技術 ◇ 第 2理科室

科室や第 2理科室などの特別教室が造られ 3 階の元家庭科室が第 2 理科

ました。後期課程の生徒が入る教室には新 室になりました。

しく広いロッカーが設置されました。校舎

内の照明はＬＥＤになり前より明るくなり

ました。職員室は小中の先生方が執務でき

るよう広くなり、机も新しくなりました。 ◇ 技術科室

体育館のバスケットゴールは可動式とな 1階の元児童会室が技術科

り、床は磨かれ、後期課程の体育ができる 室になりました。

ようにラインが新たにひかれました。
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